
　また、グリーンプ

ラザに１２日に丸瀬

布保育所園児さんが

　５月から再開することが ２６日には丸瀬布小

できた対面での面会は、心 学校５・６年生の児

配な時期もありましたがす 童の皆さんが職員か

でに複数回来ていただいて ら施設の内容につい

おられるご家族様もおられ てお話を聞きに来ら

制限があるとはいえとても れました。

順調にご面会はできていま

す。

　現在の面会方法は、事前にご連絡をいただき人数を３ 　先月の５日緑の園/グリーンプラザにおきまして

人以内に限定し、新型コロナウイルスワクチンを接種さ 「福祉施設に勤務する職員のストレス対処方法に

れている方のみとさせていただいております。 ついて」と題しまして、旭川医科大学　名誉教授

　ご利用者様を初め、ご家族各位におかれましてはご不 吉田貴彦　様にご講義いただきました。

満はあろうかと存じますがご利用者様を守るために最低 　職場での安全・衛生、ストレスとはなんである

限必要なこととして、この点をご理解いただけますよう かだったり、職場におけるコミュニケーションと

心からお願い申し上げま 対人関係、ストレス

す。 チェック等について

　また、基本的な感染防 １時間程度の短い時

止対策として、手洗いや 間でしたがお話しい

手指の消毒、そしてマス ただきました。

クの着用につきましては 　吉田先生には遠く

切にお願いいたします。 旭川市から忙しい中

                  (おわり) お越しいただき誠に

ありがとうございま

した。

　先月はそれぞれの施設におきまして藤の花の見物に行 　普段なかなか聞く

ってまいりました。 事の出来ない貴重な

　父の日にちなんで「プレゼントの贈呈」と記念写真の お話しでした。

撮影等お父さへの感謝の気持ちを伝えました。 　　　　(終わり)
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職員研修を開催いたしました。

面会は順調です。皆さまの

ご協力に感謝いたします。

６月１２日 丸瀬布保育所園児さん来園/グリーンプラザ

先月の出来事を紹介いたします。



　だからといって

私をはじめ、職員

に対しては特に不

　いよいよ待ちに待っ 満を述べられるこ

た７月文月(穂見月とも とはなく「みんな

いうそうです) 若いからしょうが

北海道の一年の中で最 ないよ。」と寛容

高の季節と個人的には で優しかったこと

思います。 を覚えています。(駆け出しの私達でしたのでけっこう

　さて、そんなさわや 迷惑をかけたと思いますが…。)

かな季節を迎え、この 　ある時Mさんが私に「おばらさん自分の家どうなって

ころになると思い出される方のお話しを紹介いたします。 いるか見に行きたい…。」と仰られたのでこの方の嫌い

　もう４０年近く前、私が施設職員として駆け出しのころに入 な、家を管理している近所の○○さんにお願いして私と

園されていた方でМさんと仰る方です。 二人で2～3回自宅に行ってきました。

　ある日の午後、Mさんが「○△$%?□＊!」と大きな声で怒 　家の中はいろいろなものが散乱し、埃が積もっていて

っていました。Mさんに何を怒っていたのか尋ねると「あいつ 入ると埃が巻き上がりとても住めるような状況ではなか

の態度が悪いから文句を言ってやった、ハハハ。」 ったですがきちんと靴を脱いで入りました。

　このMさんシベリア抑留経験があり、そこで覚えたロシア語 　当然ですが二人とも体や顔まで真っ黒になって帰って

で時々同室者の悪口?を言っていました。(ひょっとしたら私 きました。

たちのことも言っていたかも)で、普通にロシア語使って話せるか聞 　他の利用者さ

いてみたら「だいぶ忘れた…。」とのことでしたが「悪口は覚 んとは、日常的

えている」とのことでした。 に何かしらもめ

　シベリア抑留期間中のことは断片的にはお話しされていまし 事を起こすMさ

たが、つらい経験だったらしく気楽に思い出話しとして伺うこ んでしたのでか

とはなかったです。 なり居室を替わ

　Мさんは明治２９年 わりました。

生まれ(1896年)だった 　しかし、徐々に体も弱りベッド上で静かに横になって

ので昭和６１年に入所 いることが多くなっていざこざを起こすことはなくなり

されたときにはすでに ました。(Mさんは都合が悪くなると耳が遠くなりました…。)

９０歳でした。 　Mさんの最後は７月のすごく天気のいい日、入院先の

　Мさんは職位が高か 網走の病院に私がお見舞いに伺い、看護師さんにお願い

った人らしく同居する してから数分後息を引き取られたと、施設に戻る途中に

利用者さんとのトラブルが結構多く、職位からそうさせるのか 連絡がありました。(うそみたいな話だけど本当です)

性格的なものなのか定かではなかったですがとにかくいざこざ 　Mさんは石川県のご出身でお子さんを授かることはな

には事欠かない方でした。 く弟さんが一人だけ遠く石川県におられました。

　利用者間はもちろんのこと入所される際に窓口となったご近 　なので、ひとしきり葬儀を施設で行い後日来道した弟

所の○○さん対しては「あのやろー」状態で嫌ってました。 さんに遺品を引き渡しました。

　しかしながら、職位が高かった方で管理職だったからなのか 　Mさんは弟さんに自宅に行ったことなど手紙で伝えて

言葉遣いは丁寧で「××なのですか?」とか「※※していただ いたらしく身に余るほどの感謝のお言葉を弟さんから頂

きたい」と言ったように話され、「私は近所の○○にだまされ 戴しました。つらいことも多いこの仕事ですが人から感

てここ(施設)に入れられたのです」はもちろんのこと「○○に 謝されたときの感動を強く感じた出来事でした。

お金を盗まれました」等入所後は訴えておられました。 　今月もどうぞよろしくです。おばら

※缶コーヒーをコーヒージュースと呼ぶMさんの思い出。

コーヒージュースの思いで


